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す。けれども それは、例えば一つの地域に国籍の異なる多様な人が暮らしている、と う程度の意味で使っているなら、それは「共生」という言葉 非常 浅い使い方であると私は考えます。　
つまり、 「共生」と「共存」は違うのです。いろいろな国の人が一緒に暮らしているというだけでは、 「共






く言うように りました。金融法というの 、そういう名前の法律があるわけではあり せん。金融に関 る法、とい ことですが、金融と うものは取引社会の血液である われるように、ほとんどの民事や商事の取引に金融が関係しま 。したがって、実際には金融法というものは、民法の財産法や会社法 金融商品取引法などから始まって、倒産法や執行・保全法、税法等にまで広がる 多数 にいわば横串を刺して研究する一大ワールドなのですが、この分野での研究の基本スタンスが変わってきたのです。　
かつては、オカミが上からお金を流すところから研究 始まり、融資をする側 銀行と 存在はかなり守
られていて、勝手なことをして金儲けをしようとする者には国のほうからいろ ろと規制の 律が作られる、というのが基本的なイメージとい 時代でした。それが、二一世紀の金融法では、 わば下からの、つまり資
シンポジウム／シンポジウムの趣旨『共生の法律学』
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のです。各国の法律のどこがどう違うかなどという議論ではなく 法律学の力で、支援 共生をどう実現していけるのか、そして地球規模のサスティナビリティをどう維持強化していけ か、ひいては、世界中の人々をどう幸福に導いていけるのかを考えたい、というわけで 。　
もちろん、そのテーマへのアプローチの方法は多様であるはずです。し がって、今日ご登壇いただく先生
















教用語としての「共生」の観念は、この世の中に生きとし生けるすべて 者の幸せを願 考え方ですが、現代の地球社会のサスティナビリティの議論は、こ 仏教用語に新たな意義づけを与え ものということも出来ようかと思います。　
このような次第で、本日の法学部開設記念の国際シンポジウムは、武蔵野大学が本年
4月に新しく発表した
























の、 「 「共生」とは常に理想的な状態に向けて動く、終わりのない規範的な構想であり、実践である」という一文書三七四 には、私は強く共感するところであ 。
